
登 山 計 画 書 / 報 告 書 

オレンジハイキングクラブ(技研部/山行部/自然保護部/ひまわり/事務局の該当に○) 

山 域 

山 名 
多良岳(983ｍ)＆金泉寺 

実施日 2015/6/21(日) 責 任 者 ( C L )  中里 

天 候 くもり＆小雨 計画者(報告者) 中里 

行     

程 

(往)9:00西諫早駅～9:15諫早駅～諫早青少年自然の家～9:50修多羅の森～10:05金泉寺登山口～

10:15修多羅の森登山口～10:30おたちね観音～11:30炭焼き窯跡～11:50金泉寺標識～12:20西

野越～12:30金泉寺・昼食・清掃～13:00ゴミの分別をする者以外は全員が多良岳登頂～ 

(復) 14:20金泉寺登山口へ～14:50金泉寺登山口～16:20西諫早駅 

 

＊出来るだけエスケープルートも計画しておく／報告書では実績時刻に修正して提出の事) 

No 氏  名 班 役割 
乗 
車 

No 氏  名 班 役割 
乗 
車 

1 野中 勝廣 １ 写真 野中 13 佐原 満子 ３  川原 

2 下釜ミツ子 ２  川原 14 田村みつ子 ３ 救護 野中 

3 佐藤 伯隆 ２  兵庫 15 小山準之助 ３  中里 

4 山口いつ子 ３ ３Ｌ 兵庫 16 丸田 美晴 ３ 感想 中里 

5 林  孝子 ３  川原 17 福岡 正廣 １ １Ｌ 中里 

6 中野美津子 ２ ＳＬ 野中 18 鎗水 律夫 ２ 救護 宮崎 

7 船津 邦子 １  野中 19 中里 利行 ２ ２Ｌ 中里 

8 宮崎ゆかり ２  宮崎 20 川原 慶紀 １ ＳＬ 川原 

9 中須賀孝正 １  野中 21 兵庫 芳隆 ３ ＳＬ 兵庫 

10 近藤（欠席） ２  宮崎 22 森 寿美子 ２  中里 

11 田中 静香 １ 救護 兵庫 23 濱口 ２  宮崎 

12 岩田 光男 １  岩田 24     

携 

帯 
品 

地  図 1/2.5万 多良岳 団体装備 ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ、救急薬 

個人装備 

ﾊｲｷﾝｸﾞ A,B,Cによる 
弁当､行動食､非常食､水分 
地形図･ｺﾝﾊﾟｽ､ﾚｽｷｭｰｶｰﾄﾞ､保
険証ｺﾋﾟｰ､労山会員証､携帯
電話 

参 加 費 \500  (       -    -    ) 

温  泉 なし 

  

留守本部 
山下ちず子(090-7166-7844/ 

（   -    -    ) 

経 

費 

明 

細 

収入 １１０００ 円   
（５００×２２） 

 
支出 １１０００ 円 
（野中車 ２５００円） 
（川原車 ２０００円） 
（兵庫車 ２０００円） 
（宮崎車 ２０００円） 
（中里車 ２５００円）  

登山概要(概念図などは別紙とする)「長崎県の山」参考 
修多羅の森からの登山道は、石ころの転がる歩きにくい山道で
あった。五家原と金泉寺の縦走路に出るまでは表示がほとんど
なかった。金泉寺までに空きびんを中心に回収し金泉寺にはゴ
ミは無かった。３班の人が多良岳山頂に行くことは想定してな
かったが全員登頂した。金泉寺登山口への下山道は石が敷き詰
めてあり滑りやすく最新の注意が必要であった。怪我や事故が
無くゴミも約１３キロほど回収できた。 

問題点･反省点 

３班での登山を試みたが、班ごとの登下山が徹底できな

かった。遅れたら道を譲るとか、健脚班とゆっくり班の

登下山の仕方の工夫が必要である。 差額：    ０円（基金へ） 

＊計画者は事務局長と責任者に計画書を事前に提出の事。また参加者にも極力事前に渡して置く事。 

＊会計は氏名欄にチェックを付けて出欠と入金を確認し､極力経費明細を帰着するまでに記入し計画者に渡す。 

＊計画者は実績行程＆太枠内を追記し､報告書として事務局長と責任者に提出する(PC での報告が望ましい)。 

様式 A 


